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ホッケをさばいている所 すり身作り 幼児も一緒に 
すり身作り 

ゴミ拾い 

更生保護女性会との交流 

知床学(海洋教育)～地域の様々な活動を知り、自然とのつながりを深める～ 
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（羅臼町立羅臼幼稚園） 

 

今年度は、地域の自然や産業を通した学びの場を活用し、自分達の住んでいる町や地域、町の産業などを知り、

自分達が暮らす町の環境が大人になっても変わらずにあるように気付きや発見ができるよう、様々な体験や活動を行

ってきました。 

市場見学では、羅臼の海で 300 種類の魚や美味しい魚が獲れることを漁協の方に教えてもらい、市場見学の後は、

漁協直営の海鮮工房に行き、せりで売られた魚が商品として並んでいる所を見学しました。給食で魚のメニューが出

ると「この魚があの魚なんだ」と市場で学んだことを思い返し、魚が苦手な幼児も食べてみようとする姿に繋がりました。 

 

 

 

 

 

小学生が自分達が住む町をきれいにしようとクリーン作戦を行っているのを知り、自分達にもできることはないかと考

え、５歳児がごみ拾いに出かけました。幼稚園の遊具に登り、「ごみはないかな？」と探したり、「こんなところにもゴミが

あった」などと町に落ちているごみの様子をみて、「自分達はごみを外に捨てないのにどうして大人はごみを捨てるん

だろう」「いっぱいごみ箱を置いたらいいんじゃない？」「お父さんにも捨てないでって言う」など町をきれいにするため

の考えを話し合っていました。また、小学生から地元の海で獲れる昆布や鮭などについて話を聞き、「大人になったら

みんなで昆布漁師になろう！」「海をきれいにしないと魚がいなくなる」といった考えをもつ幼児 

もいて、海と環境について学ぶ機会となっています。 

地域との交流も多く、羅臼の海で獲れたホッケを使いホッケのすり身作りをしてくれました。幼

児の目の前でホッケをさばいてくれ、生き物の命の大切さなどを知ることができました。すり身作

りの後、泥遊びをしていた幼児が泥の混ざり具合と感触から、「ホッケのすり身みたいだね」と体 

験したことを遊びに生かし、経験へと繋げていきました。その他にも、更生保護女性会の仕事が、「みんなが立派な大

人になるまで見守っている」ということを聞き、地域の方と触れ合うことで地域の方に見守られていると実感したり、人と

関わる素晴らしさを感じることができています。 

 



【食育 流しそうめん】 

○季節感を味わいながら食べる。 

・めんつゆに昆布の粉末を入れ昆布の

風味を楽しむ。 

「地域の様々な活動を知り、自然とのつながりを深める」 

【ねらい】 

  地域の自然や産業を通した学びの場を設け、幼児に地域の自然や産業の魅力を感じてもらう活動や、身近にある自然や環境から気付き発見する姿を目指し、幼児自身が「やてみたい」と

いう気持ちにつながる体験ができるように進めていく。 

 

○時期   ５月～３月 

 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【町探検（漁港）】 

 

○地元で獲れた魚の名前や水産業につ

いて知る。 

・思ったこと、感じたことを自分なりの

言葉で表現し、わからないことを尋ね

たりする。 

・自分の住んでいる町を好きになる。 

【河川敷で遊ぼう】 

 

○河川敷に繰り返し行くことで、

季節を感じる。発見を楽しむ。 

・身近にある自然物を使って工夫

して遊ぶ。 

 

【クリーン作戦】 

 

○自分たちで生活の場を

整えていく。 

・地域の環境を整えてい

くことに興味をもつ。 

【避難訓練（地震体験より）】 

 

○津波が起きる仕組みを知り、

海の違う一面に興味をもつ。 

・実験を通して、海は時には怖

いものであることを知り、自

分の身を守る大切さを実感

する。 

 

 

【更生保護女性会との交流】 

 

○地域の人に親しみをもつ。 

・羅臼の町の事や活動について知り、

興味、関心をもつ。 

【秋を知ろう】 

 

○１年生が計画した活動に参加

し、興味をもつ 

・小学生と触れ合い、興味をもち

ながら、自然について関心を高

めていく。 

 

【熊学習】 

○自然の生き物につ

いて興味や関心を

もつ。 

・熊と共生する気持ち

を持ち生活する。 

【散歩活動】 

○羅臼の町を探検し、興味関

心をもつ。 

・興味や関心をもち、いろい

ろな気付きや発見を喜ぶ。 

体験的な

活動 

【ホッケのすり身体験】 

○地元の魚や地域の

方によるすり身体

験を学ぶ。 

・やってみようとする

気持ちを育む。 


